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　九州看護福祉大学紀要第13巻が完成しました。今回の掲載論文数は5編と第12巻よりも減
りました。しかし、査読の過程を通して査読者は投稿者を応援し、投稿者は査読者の応援に
応える、という編集委員会としての方針が活かされた投稿論文もありました。学内教員で査
読を行う関係上多少の課題はあるものの、査読に伴う作業に関しては本学の紀要編集委員会
としての役割を何とか果たせたように思います。今回査読にご協力いただきました先生方な
らびに投稿された先生方に、編集委員一同、厚く御礼申し上げます。
　本学が看護学科・社会福祉学科・リハビリテーション学科・鍼灸スポーツ学科・口腔保健
学科の5学科となって丸3年が経過しました。平成25年度は鍼灸スポーツ学科と口腔保健学
科も完成年度を迎えます。本学における研究はこれからますます活発化していくことでしょ
う。とくに若い先生方には、ぜひとも紀要の査読システムを利用していただいて、研究者と
しての経験値をあげていっていただきたいと思います。
　平成25年3月には、看護学科・社会福祉学科の第12期生、リハビリテーション学科の第4
期生の卒業生を送り出します。大学院修士課程においても、看護福祉学研究科看護学専攻の
第9期生と精神保健学専攻の第7期生が修了します。本学のさらなる発展のためにも、本学
紀要は学部卒業生および大学院修了生を含めた若い研究者を応援します。ぜひとも積極的に
論文を投稿し、盛り上げていただきたいと思います。学内の先生方をはじめ、学部卒業生お
よび大学院修了生の今後のご活躍をお祈りすると同時に、紀要への論文投稿を編集委員一同
楽しみにしております。

（紀要編集委員一同）
平成25年２月
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